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可愛いお子さんやペット、大好きな
おじいちゃん・おばあちゃん、仲良し
グループなど、皆さんに自慢したいこ
とを募集しています！！

募集中

お母さん（野村優子さん）から一言

元気に仲良く育ってネ♡

今月のオススメ情報今月のオススメ情報
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Kamigori

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

月号
2016年

No554Jan
.1 オリジナル

鳥の巣箱づくり教室
オリジナル
鳥の巣箱づくり教室今年も上出来！！今年も上出来！！

問問森のわくわく倶楽部事務局
　   （産業振興課 商工観光係内） ☎52-1116
申

日 時

　自然の素材を使って、個性あふれるオリジナ
ル鳥の巣箱を作ってみませんか？町内で森林整
備などのボランティア活動を行う「森のわくわ
く倶楽部」のスタッフがお手伝いするので、初め
ての方でも簡単に体験できます。完成した巣箱
は森に設置します。(持ち帰りも可能)

場 所 ワークハウス体験の森
（ピュアランド山の里奥の広場）

定 員 40人程度(小学生は保護者同伴)
参加料 １人500円

作業しやすい服装、軍手、カナヅチ持ち物

1月15日（金）～2月12日（金）

申込方法

申込期間

2月21日(日) 9時30分～12時

生駒山から見た日の出

　町ホームページや役場、公民館に設置の申込書
に必要事項を記入し、下記までFAXまたは郵送、
持参してください。電話での申込も可能です。

お な ま え 永夢くん（10歳）永夢くん（10歳）
とと むむ

叶愛ちゃん（8歳）叶愛ちゃん（8歳）
とと ああ

勇心くん（7歳）勇心くん（7歳）
ゆうゆうしんしん

絆志くん（4歳）絆志くん（4歳）
きき しんしん

彩夢ちゃん（1歳）彩夢ちゃん（1歳）
ああ むむ

　上郡高等学校３年生の新田沙絵
さんの栽培した酒造適合米「兵庫夢
錦」を使った純米酒「上高夢錦」が、
酒造会社の奥藤商事（赤穂市）で醸
造されました。
　新田さんは昨年、インターンシップ
（職業体験）期間中に同社での酒造
体験の中で、「美味しいお酒を造るに
は、酒米の中心部の白く不透明な部分である“心白”の多い酒
米が必要不可欠である」と奥藤社長から学びました。そして今
年、心白を増やすことをテーマに酒米づくりに挑戦。新田さん
が栽培した酒米は1,380kg収穫され、１等米の評価を獲得。
その酒米を使い、同校と同社で４年前から取り組んでいる
「上高夢錦」の今年の醸造が始まりました。
　また、今年の10月末のインターンシップでは、同校２年生の
有岡佳永未さんと山下泰輝くんが洗米や麹づくりを体験。12
月11日には「搾り」の様子を見学して、酒造りを学びました。
　そうして出来上がった「上高夢錦」は、12月下旬から奥藤商
事や町内の播磨酒類販売で、取り扱われています。また、本町
のふるさとづくり応援寄附のお礼品にも登録されています。

純米酒「上高夢錦」純米酒「上高夢錦」

有岡さん
山下くん

新田さん

上高夢錦に使われる酒米は、毎年違った研究テーマで栽培さ
れているので、その年によって味わいが異なります！
私たちの気持ちがこもった上高夢錦をぜひご賞味ください♬
お酒が苦手な人は酒かすもあるので、そちらもオススメです！

しんぱく



2広報かみごおり　1月号

新年のごあいさつ
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
28

年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
、
町
政
推
進
の
た

め
、
様
々
な
分
野
に
わ
た
り
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
私
が
町
政
を
お
預

か
り
し
て
三
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し

た
。
年
頭
に
あ
た
り
、
私
の
初
夢
『
活

気
に
満
ち
た
こ
れ
か
ら
の
上
郡
』
を
披

露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
年
中
、
町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

町
花
の
ダ
リ
ア
、
町
木
の
つ
ば
き
な
ど

季
節
の
花
が
咲
き
誇
り
、
新
鮮
で
美
味

し
く
て
安
全
な
お
米
や
野
菜
、
山
菜
、

完
熟
果
物
は
も
ち
ろ
ん
、
夏
の
鮎
、
冬

の
川
蟹
、
地
元
産
の
牛
、
豚
、
鶏
、
ジ

ビ
エ
肉
が
安
価
で
手
に
入
る
。

夏
に
は
千
種
川
や
鞍
居
川
、
安
室

川
、
岩
木
川
、
高
田
川
な
ど
、
各
地
域

の
川
辺
で
子
ど
も
の
笑
い
声
が
聞
こ

え
、
生
駒
山
を
は
じ
め
、
安
室
ダ
ム
、

金
出
地
ダ
ム
、
白
旗
城
跡
な
ど
の
山
々

で
は
、
四
季
を
通
じ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
客

で
あ
ふ
れ
、
Ｊ
Ｒ
上
郡
駅
、
智
頭
急
行

苔
縄
駅
・
河
野
原
円
心
駅
を
発
着
点

に
、
野
磨
駅
家
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史

遺
産
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

歩
く
グ
ル
ー
プ
が
行
き
交
う
。

そ
ん
な
自
然
の
豊
か
さ
を
満
喫
で

き
、
四
季
折
々
の
風
情
と
食
（
豊
富
な

食
材
を
生
か
し
た
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

食
堂
が
展
開
で
き
れ
ば
最
高
で
す
。
）

を
上
郡
町
の
“
売
り
”
に
す
る
こ
と

で
、
人
を
呼
び
込
み
、
雇
用
が
創
出
さ

れ
、
住
む
人
が
増
え
、
活
気
の
あ
る
町

に
な
っ
て
い
る
・
・
・
。

三
世
代
同
居
が
少
な
く
な
り
、
隣
近

所
が
関
わ
り
合
う
最
小
単
位
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
地
域
も

出
て
く
る
状
況
下
に
お
い
て
、
町
外
か

ら
の
移
住
者
や
交
流
者
を
増
や
す
こ
と

が
、
町
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
全
町
民
を
あ
げ
て
上
郡
町

で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
郷
土

愛
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
、
若
者
の
町

外
へ
の
流
出
を
防
ぎ
、
次
代
を
担
う
人

材
の
育
成
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
10
年
後
の
上
郡
町
の
将
来
像

を
描
く
総
合
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
夢
は
、
本
計
画
と
同
様
に

皆
さ
ま
と
想
い
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

実
現
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
こ
の
一
年
が
町
民

の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

町  

長

遠　

山　
　
　

寛
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平成28年

新年のごあいさつ
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
28
年
の
輝
か
し
い
新
春
を

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。平

素
は
議
会
運
営
・
議
会
活
動
に
対

し
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
パ
リ
同
時
テ
ロ
を
始
め
、
世

界
各
地
で
多
く
の
テ
ロ
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
犠
牲
者
の
方
々
に
心
よ
り
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
み
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
合
意
さ
れ
、
国
境

と
い
う
概
念
が
よ
り
希
薄
に
な
り
人
々

の
交
流
が
深
度
を
増
し
て
い
く
な
か

で
、
対
岸
の
火
事
で
は
な
く
自
ら
の
身

近
な
問
題
と
し
て
、
考
え
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

国
内
に
お
い
て
は
、
本
格
的
な
人
口

減
少
社
会
を
迎
え
少
子
高
齢
化
の
急
速

な
進
展
、
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
な
ど
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
26
年
末

に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
に
お
い
て
も
、
人
口
の
現
状

と
将
来
の
展
望
を
提
示
す
る
「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
今
後
５
年
間
の

目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的

施
策
を
ま
と
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
策
定
に
向
け

て
の
提
案
な
ど
も
行
い
、
執
行
機
関
と

一
体
と
な
っ
て
問
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
は
策
定
さ
れ
た
総
合

戦
略
を
本
格
的
に
具
現
化
す
る
べ
き
年

度
に
当
た
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
５
年

間
各
施
策
を
検
証
し
な
が
ら
着
実
に
実

施
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
を
抑
制
し

活
力
あ
る
町
に
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

町
民
の
皆
さ
ま
を
代
表
す
る
議
会
人

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
未
曾
有
の
財
政

危
機
を
乗
り
越
え
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
諸
課
題
に
取
り
組
み
、
国
・
県

に
対
し
て
支
援
を
強
く
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
執
行
機
関
と
協
議
を
重
ね
最

大
限
の
行
政
効
果
を
あ
げ
る
た
め
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
、
町
民
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
年
の
初
め
に
当
た
り
皆
さ
ま
の

一
層
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

議 

長

山　

本　

守　

一



4広報かみごおり　1月号

平
成
27
年
　
上
郡
町
の
主
な
で
き
ご
と

1 月

井戸知事と意見交換

大鳥圭介小説の著者・伊東潤さんによる
記念講演会

11日	 消防出初式
12日	 成人のつどい

22日	 さわやかトーク西播磨in赤松

29日	 第２回上郡地区フェスタさくら

5日	 播磨圏域連携中枢都市圏形成の
連携協約を締結

21日	 新・子育て学習センター開講式

4日	 第７回圭介まつり
31日	 上郡町合併60周年記念式典・記念

講演会「不
ふ と う ふ く つ

撓不屈の男・大鳥圭介」

4日	 金澤兵庫県副知事が鞍居地区の
地域づくり活動を視察

11日	 お買物GOGO券発売
20日	 第23回安室ダムまつり
26日	 第４回チチコ釣り上郡大会

1日	 第13回親子DE工作＆第11回ロマ
ンチックDEナイト

8日	 第３回モロヘイヤウォーク
26日	 NHK「あさイチピカピカ☆日本」で

鞍居地区から全国へ生中継
29日	 夏季巡回ラジオ体操・みんなの

体操会

13日	 上郡読書講演会　海堂尊講演会
20日	 敬老会

1日	 モロげんきくん健康ポイント制
度スタート

10日	 第１回大鳥圭介検定
11日	 第２回鞍居ふるさとまつり
12日	 町民体育大会開催50回記念
	 浅越しのぶ講演会
16日	 廃校備品の一般競争入札がテレ

ビ朝日「羽鳥慎一モーニング
ショー」で全国放送

26日	 上郡町まち・ひと・しごと創生
総合戦略を策定

8日	 ひょうご森の
まつり2015

15日	 第 3 0 回 健 康
福祉まつり＆
パワーアップ
ウォ―キング

19日	 戦没者追悼式
23日	 第22回白旗城

まつり

6日	 人権のつどい
	 第２回クリスマスリース作り
11日	 駅前イルミネーション点灯式
23日	 苔縄橋開通式

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11月

12 月

1,400 人の参加者が一堂に会し、
NHK ラジオで生中継

町木であるツバキを
記念植樹

（ひょうご森のまつり）
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「
１
０
０
円
利
用
補
助
乗
車
券
」で

  
お
得
に
公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

上
郡
町
公
共
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
ほ
ほ
え
み
タ
ク

シ
ー
や
愛
の
り
号
な
ど
の
地
域
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
の
下
部
の
１
０
０
円
利
用
補
助
乗
車
券
を

切
り
取
り
、
降
車
時
に
運
賃
と
合
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
す
で
に
町
内
の
地
域
公
共
交
通
を
ご
愛
用
い
た
だ
い

て
い
る
方
を
は
じ
め
、
ま
だ
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
も

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
券
に
は
利
用
者
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
欄
が

あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛のり号（コミュニティバス）

皆さんの意見をお聞かせください
　予約型乗合タクシーとコミュニティバスの運
行が開始して４年が経過しました。公共交通を
取り巻く環境の変化に対応するために、皆さ
んの意見をお聞かせください。意見は、当協
議会までお寄せください。

【意見の提出先】
上郡町公共交通対策協議会（事務局：企画政策課内）
　〒 678-1292　赤穂郡上郡町大持 278 番地
　☎ 52-1112　FAX：52-5172
　E メール：kikaku@town.kamigori.lg.jp

予約型乗合タクシー

コミュニティバス
「ほほえみタクシー

」

「愛のり号」

ほほえみ
タクシー

ほほえみ
タクシー 愛のり号愛のり号

乗合タクシー乗合タクシー コミュニティバスコミュニティバス

100円利用補助乗車券100円利用補助乗車券
有効期限：平成28年７月30日（土）有効期限：平成28年７月30日（土）

〇１乗車につき、１人１枚の利用が可能です。
コピー不可（広報かみごおり掲載印刷紙のみ有効）
〇上郡町外出支援サービス事業との併用はで
きません。
〇鉄道、路線バス、一般タクシーでは、利用
できません。

〇１乗車につき、１人１枚の利用が可能です。
コピー不可（広報かみごおり掲載印刷紙のみ有効）
〇上郡町外出支援サービス事業との併用はで
きません。
〇鉄道、路線バス、一般タクシーでは、利用
できません。

≪アンケート≫　以下にご記入ください。≪アンケート≫　以下にご記入ください。
【性別】男性	 女性
【年代】19歳以下　20歳代　30歳代　40歳代
　　　　50歳代　 60歳代　70歳代　80歳以上

【お住まいの地域名】

【乗車場所（停留所含）】

【降車場所（停留所含）】

【性別】男性	 女性
【年代】19歳以下　20歳代　30歳代　40歳代
　　　　50歳代　 60歳代　70歳代　80歳以上

【お住まいの地域名】

【乗車場所（停留所含）】

【降車場所（停留所含）】

キ リ ト リ 線

キ

リ

ト

リ

線

✂ ✂

✂
✂
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問兵庫県　企画県民部　交通安全室　☎078-341-7711

回数乗車券

◆ 1,000 円（100 円 券 11 枚 つ
づり）で販売しています。

◆車内で購入できます。
◆回数乗車券は、ほほえみタク

シーと愛のり号の両方で、利
用できます。

◆路線バスでは、利用できません。

平成27年
地域公共交通の利用状況
◇愛のり号　 （単位：人）

◇ほほえみタクシー （単位：人）

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計
全ルート 782 750 856 818 783 815 4,804

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計
楠コース 11 8 12 2 9 9 51

岩木コース 17 23 20 24 19 11 114
船坂コース 25 32 34 28 29 19 167

梨ヶ原コース 31 24 29 34 29 21 168
大冨コース 2 1 4 4 0 0 11

宇野山
正福寺コース 0 0 0 0 0 0 0

ほほえみ
タクシー

ほほえみ
タクシー 愛のり号愛のり号

乗合タクシー乗合タクシー コミュニティバスコミュニティバス

100円利用補助乗車券100円利用補助乗車券
有効期限：平成28年７月30日（土）有効期限：平成28年７月30日（土）

公共交通へのご意見などを、自由にご記入ください。公共交通へのご意見などを、自由にご記入ください。

キ リ ト リ 線

キ

リ

ト

リ

線

✂ ✂

✂
✂

ほほえみタクシーの利用方法

予約センター
TEL・FAX：52–7474
受付時間：９時〜17時
◇利用日の３日前から予約できます。
◇土日祝も受付できます。

　ほほえみタクシーを利用する場合は、利用日の前日までに
予約が必要となります。予約センターで受付を行ってください。
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自転車
保険
入っていますか？

　自転車の安全で適正な利用の促進に関する
条例により、兵庫県内で自転車を利用する場合、

　加入していない方は、自分に合った保険を
選択して加入しましょう。
　また、自転車の点検・整備も義務となります。
定期的に点検しましょう。

損害賠償責任保険などに
加入しなければなりません。

問兵庫県　企画県民部　交通安全室　☎078-341-7711

「上郡町第５次総合計画（案）」への
   パブリック・コメントを募集しています

■計画名
　上郡町第５次総合計画
■内容
　平成28年度からの 10年間の町行政の総合
的な指針となる計画です。まちづくりの基
本構想や各施策を記載した基本計画などか
ら構成されています。
■閲覧資料
　上郡町第５次総合計画（案）
■資料の閲覧方法
　町ホームページ、企画政策課窓口、生涯
学習支援センター、各地区公民館で閲覧で
きます。

（閲覧場所に意見記入用紙も置いています。
町ホームページからもダウンロードできま
す。）
■受付期間
　受付中～１月25日(月)

■閲覧時間
　役場：８時30分～17時15分（土日祝を除く）
　生涯学習支援センター・各地区公民館：
開館時間中
■意見の提出方法
　所定の用紙に必要事項を記入し、持参・
郵送（受付期限日の消印有効）・FAX・メール
のいずれかにより、企画政策課へ提出して
ください。
■その他
・必ず氏名、住所、連絡先を記載してくだ

さい。
・電話での意見の受付や、意見に対する個

別の回答は行いません。
・お寄せいただいた意見を公表する際は、

氏名などの個人情報は公表しません。

問企画政策課　地域創生担当　☎52-1112　FAX:52-5172　Eメール：kikaku@town.kamigori.lg.jp

有料広告を募集しています！
　上郡町では、広報かみごおりや町ホームページ、
データ放送への有料広告を募集しています。
　多くの人の目に留まるこれらのスペースを、会社や
お店の PR にぜひご活用ください！！
　詳しくは、町ホームページや
下記までお問い合わせください。

 先月号の訂正
　先月号（本紙12月号）４ページの
財政事情の記事中、公債状況の未償
還元金の一部に誤りがありましたの
で、下記のとおり訂正いたします。
　正しくは、「簡易水道事業特別会
計」が２億8,910万円、「水道事業会
計」が７億9,587万円であり、本町の
未償還元金の合計は、209億8,566万
円となります。問■申総務課　広報情報係　☎52-1111
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２月16日～３月15日
確定申告を受け付けます
　平成27年分の所得税の確定申告と平成28年度の町県民税の申告相談を、２月16日（火）～３月15
日（火）まで行います。期限内に申告しなかったり、誤った申告をしたりすると、後で不足の税金
を納めることになります。正しく期限内に申告しましょう！

正しい申告と納税が、一人ひとりの豊かな暮らしにつながります。

問相生税務署　☎23-0231　税務課　町民税係　☎52-1113

申告フローチャート どんな申告が必要なのか、
まずはフローチャートを使って確認してみましょう

※このフローチャートは、
　一般的な事例です。
　ここに載っていない事例もありますので、詳しくはお問い合わせください。

スタート

はい

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

はい

はい

いいえ

はい

はい

はい

はい いいえ

いいえ

平成28年１月１日現在、上郡
町に居住していた

平成27年１月～12月の間に収
入があった
（障害・遺族年金・雇用保険の給付
金、生活保護給付金などは除く)

上郡町への町県民税の申告は不要です
平成28年１月１日現在、居住していた市町村へ相談してください。
※町内に事務所・事業所・家屋敷を持っている方は、町県民税
の申告が必要です。

①勤務先での年末調整
の内容に変更がある
方
②医療費控除の適用を
受ける方
③新規に住宅借入金特
別税額控除の適用を
受ける方
④退職などで、年末調
整が済んでいない方
⑤災害などに遭った方

(提出の有無は勤務先
に確認してください。)

確定申告をすれば、町県民税の
申告は不要です。

①昭和26年１月２日以降生ま
れで、その収入金額が98万
円以下
②昭和26年１月１日以前生ま
れで、その収入金額が148万
円以下

申告は不要です

次のいずれかに該当
した

申告は不要です

※公営住宅に居住している方や国民健康保険および後期高齢者
医療保険に加入している方は、町県民税の申告をする必要があ
ります。
また、町県民税の証明が必要な方は、町県民税の申告をしてください。

平成27年中、給与
所得者(サラリーマ
ン、パート)だった

公的年金など（遺族・障害
年金などを除く）の収入の
みで、以下にあてはまる

所得税の確定申
告をすれば、所
得税が戻ること
があります
確定申告をすれ
ば、町県民税の申
告は不要です。

申告の義務はあ
りませんが、次の
場合は申告が必
要です
①所得税の還付を
受ける場合
⇒確定申告
②「公的年金等の
源泉徴収票」に記
載されていない控
除を受ける場合
⇒町県民税の申告申告は不要です

所得税の確定申告が必要です

①事業（自営業・大工・左官・
外交員・農業など）や不動産
貸し付けによる収入があった
②土地、建物などの譲渡によ
る収入があった

③給与の収入が2,000万円を超
えた 

④主な給与以外に、給与やそ
の他の所得などが20万円を
超えた

⑤雑所得などがあった（公的
年金などの収入合計額が400
万円超や個人年金を受けて
いた場合など） 

⑥生命保険の満期返戻金な
ど、上記に当てはまらない
所得があった

次のいずれかに該当した

町県民税の申告が必要です

勤務先から上郡町に
給与支払報告書が提
出されている

２月16日～３月15日確定申告を受け付けます
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確定申告で必要なもの
①確定申告書、町県民税申告書

（税務署または役場から申告書が届いている場合は、必要事項を記入し、持参してください。）
②印鑑
③申告者本人の口座番号がわかるものと届出印鑑（所得税の還付や振替納税の手続きに必要です。）
④所得金額がわかる書類と各種控除を受けるために必要な書類（下記参照）

問相生税務署　☎23-0231

項　目 必　要　書　類

所　

得

営業、農業、不動産の所得 ●収支内訳書●帳簿●伝票●領収書など
※青色申告の方は税務署で申告してください。

給与、退職金、公的年金などの所得 ●源泉徴収票（原本）
配当金、満期保険金、個人年金、
その他の所得 ●支払調書●源泉徴収票（原本）など

動産、不動産、株式の譲渡所得 ※税務署へお問い合わせください。

各　

種　

控　

除　

雑損控除 ●損害資産の明細書
●復旧に要した経費の領収書など

医療費控除 ●医療費の明細書と領収書（※注１）
●補てん金がわかるもの（※注１）

社会保険料控除
小規模企業共済等掛金控除

●国民年金保険料などの控除証明書（※注２）（※注３）
●領収書などの支払い金額がわかるもの

生命保険料控除
地震保険料控除 ●保険料の控除証明書

障害者控除 ●身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳など
●障害者控除対象者認定書（※注４）

寄附金控除 ●寄附金の受領証（原本）
●税額控除に係る証明書（写し）など

勤労学生控除 ●学校や法人から交付を受けた証明書

住宅借入金等特別控除

●（特定増改築等）住宅借入金等特別控除額の計算明細書
●借入金年末残高証明書など
※住宅借入金特別控除の適用が 1 年目の方は、税務署で申告してく
ださい。

※注１　支払った医療費や補てん金の金額は、事前に計算して明細書を作成してください。明細書作成のために
書類が必要な場合は、税務課までお越しください。

※注２　日本年金機構が被保険者に直接郵送していますので、必ず添付してください。
※注３　下記の社会保険料は、確定申告などに「社会保険料控除証明書」を添付する必要はありませんが、納付

額の確認のため証明書が必要な方は、各窓口へお越しください。　　　　　　　
　　　　◆国民健康保険税…税務課 町民税係
　　　　◆介護保険料・後期高齢者医療保険料…健康福祉課 国保介護支援室　
※注４　障害者手帳などの交付を受けていない方でも介護認定を受けている方は、障害者控除対象者認定書など

により、控除の対象となる場合があります。認定書は、健康福祉課 国保介護支援室 介護保険係で発行
しています。

平成25年〜 49年分まで、復興特別所得税（原則として
各年分の所得税額の 2.1％）を、所得税と併せて申告・納
付することとされています。

そのため、申告書の作成にあたっては、「復興特別所得
税額」欄（A様式35欄、B様式41欄）、「所得税及び復興特別
所得税の額」欄（A様式36欄、B様式42欄）の記載漏れがな
いようにご注意ください。
※還付申告の方も含め、申告される全ての方は、「復興特

別所得税」欄の記載が必要です。

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」では、画面の案内に従って金額などを入
力すれば、確定申告書や青色申告決算書、贈与
税の申告書などを作成できます。作成したデー
タは、e-Tax や印刷した「書面」により提出する
こともできます。

また、「所得税及び復興特別所得税の確定申告
の手引き」や申告書用紙などは、国税庁ホームペー
ジからダウンロードできますのでご活用ください。

詳しくは、国税庁ホームページをご確認ください。

復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！ 自宅のパソコンで確定申告書などが作成できます

https://www.nta.go.jp/
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申告期間中は、毎日役場で申告相談を受付しています

◆相生税務署職員による確定申告等相談会
　相生税務署の職員が上郡町役場に来庁し、申告相談会を行います。

各地区の申告相談会場の日程

※2月16日や月曜日、午前中は混み合います。時間に余裕を持ってお越しいただくか、午後に
お越しいただくことをお勧めします。

受付会場 受付日時

役場　第２庁舎　２階
大会議室 ２月16日（火）～ 29日（月） ９時～ 12時、13時～ 16時

※土日を除く
役場　１階　101会議室 ３月１日（火）～ 15日（火）

受付会場 受付日時

役場　第２庁舎　２階
大会議室 ２月25日（木） 10時～ 12時、13時～ 15時30分

受付会場 受付日時 地区相談会場
岩木区、旭日地区 ２月22日（月）

９時～ 13時
岩木地区農業構造改善センター

梨ヶ原、落地 ２月23日（火） 梨ヶ原地区公民館
土井、土井の内、小山、野桑、
大冨地区 ２月24日（水） ９時～ 12時、

13時～ 15時
鞍居地区公民館

船坂地区（梨ヶ原、落地除く） ２月26日（金） 船坂地区公民館

金出地区、新都市 ２月29日（月） ９時～ 13時 金出地老人憩いの家

高田地区 ３月１日（火） ９時～ 12時、
13時～ 15時 高田地区公民館

山野里区 ３月２日（水） ９時～ 13時 働く婦人の家

大枝、大枝新、苔縄、柏野、細野、
赤松、河野原、楠 ３月３日（木） ９時～ 12時、

13時～ 15時
赤松地区公民館

高田台地区 ３月４日（金） 高田台自治会館

山野里区、竹万区、あゆみ区 ３月７日（月）

９時～ 12時、
13時～ 16時 役場１階　101会議室

東町、栄町、緑ヶ丘、惣尻、
尾長谷 ３月８日（火）

桜ヶ丘、上町、本町、市町、仲町、
寺町、段町、旭町 ３月９日（水）

駅東、駅北、駅中、駅西 ３月10日（木）
井上、隈見町、大持 ３月11日（金）

※この日は大変混み合い、長時間お待たせします。一般的な申告（医療費控除を受けて還付申告をされ
る方など）は、他の日にお越しいただくことをお勧めします。

ご注意ください！！
　役場・各地区会場では、相続税や贈与税、土地・建物などの譲渡所得、青色申告の相談
は受け付けていません。相生税務署（☎23-0231）で申告してください。
※青色申告は、２月25日（木）の相生税務署職員による申告相談会でのみ受付できます。

２月16日～３月15日確定申告を受け付けます
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■期間　２月１日（月）～ 19日（金）
※開庁日の９時～ 16時

（12時～ 13時30分を除く）
■場所　役場１階　101会議室

平成28年５月1日～平成30年４月末日

　町ホームページから申請書をダウンロードし、申請要領
を確認した上で、必要書類を添えて提出してください。
　申請書は、持参または郵送で提出できます。
※随時受付は行いません。ただし、追加受付を年２回（９
月、２月）行います。追加受付の場合は新規登録となるの
で、登録後６ヵ月以内は入札参加できません。

　平成28・29年度一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請の受付を行います。入札参加
を希望する方は忘れずに更新してください。

受付期間・場所

入札参加の有効期間

申請方法

建設業者や測量・建設コンサルタントの皆さん

今年度は入札参加資格更新の時期です！

個人で事業や農業、不動産貸付などをしている方へ
記帳と帳簿などは保存が必要です！

相生警察署
からの

お知らせ
☎22-0110

1月～11月末までの町内交通事故発生状況
交番（駐在）別 人身事故 死者 傷者 物損事故

上郡橋   9 0 10 50

上郡駅前 19 1 21 108

中　野 7 0 7 50

梨ヶ原 1 0 1 33

八　保 2 0 2 14

赤　松 3 0 3 20

野　桑 2 0 3 17

播磨科学公園都市 2 0 3 21

合　計 45 1 50 313

兵庫県警シンボルマスコット
こうへいくん

１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
に
遭
っ
た
方
や

目
撃
し
た
方
か
ら
、
い
ち
早
く
警
察
に
通
報

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
緊
急
通
報
電
話
で
す
。

緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
問
い
合
わ
せ
や

相
談
な
ど
は
、
県
警
な
ん
で
も
相
談
電
話
「
♯

９
１
１
０
」
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

い
た
ず
ら
電
話
は
、
緊
急
な
事
件
・
事
故
の

対
応
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
兵
庫
県
内
で
か
け
た
１
１
０
番
通
報

は
、
神
戸
市
に
あ
る
警
察
本
部
の
通
信
指
令
室

に
つ
な
が
り
ま
す
。

県
内
に
は
、
同
じ
呼
び
名
の
地
名
が
た
く
さ

ん
あ
る
た
め
、
通
報
す
る
場
合
は
、
「
赤
穂

郡
」
か
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
１
１
０
番
通
報
の
適
切
な
利
用
の
促
進
◆

■
１
１
０
番
は
緊
急
電
話
で
す
！

　平成26年１月から、個人で事業や農業、不動産貸付などを行う全ての方は、記帳と帳簿な
どの保存が必要です。所得税や復興特別所得税の申告が必要ない方も対象となります。
　記帳と帳簿などの保存制度や記帳の内容の詳細は、下記のウェブページをご確認ください。

　平成28・29年度受付より、「健康保険」や「厚生年金保険」、「雇用保険」のすべてに加入する
ことが、義務化されます。加入していない業者（除外される業者を除く）の入札参加資格申請は、
受付できません。
　加入の有無は、経営事項審査結果通知書で確認します。

■国税庁のホームページ　
　https://www.nta.go.jp/tetsuzuki/shinkoku/shotoku/kojin_jigyo/index.htm

【建設業者の社会保険などへの加入が義務化されました】

問相生税務署　☎23-0231

問■申企画政策課　財政管理室　財政係　☎52-1112
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　この「賃借料情報」は、実勢の集計値
であり、賃借料決定の参考として提供す
るもので、拘束力はありません。実際の
契約の際は、貸し手と借り手の両者でよ
く協議し、契約してください。
　平成27年中の使用貸借（賃借料無料）
は、17件ありました。

　この度、高田台自治会館が新たに建て替えられ、
12月６日（日）に竣工式が行われました。
　新築の自治会館は、宝くじ社会貢献広報事業の
一環として行われている、コミュニティ助成事業
が財源の一部に充てられて、建てられたものです。
　竣工式のあいさつで、高田台地区連合自治会の
堀井準一会長は、「新会館は部屋数も増やしたの
で、自治会内の多くの団体の活動拠点として、大
切に使っていきたい。」と述べられました。

※水稲を主とした契約の賃借料を基に算出して
います。また、物納は含みません。
※畑の賃借料は、事例が少ないため算出してい
ません。
※金額は、算出結果の 100円未満を切り捨て、
100円単位で表しています。

ボランティアスタッフを募集します

新しくなった自治会館の前で記念撮影

農地の賃借料情報

高田台自治会館が新しくなりました

■10アール（１反）あたりの金額
農地区分 平均額 最高額 最低額 件数

ほ場整備
完了田 4,500円 7,000円 2,500円 120件

ほ場整備
未完了田 3,200円 3,700円 3,000円 41件

問農業委員会事務局　☎52-1116

問森のわくわく倶楽部事務局、上郡町観光協会事務局（産業振興課内）　☎52-1116

教育委員のご紹介
竹内 久美子さん

（丹東）
平成27年12月３日就任

　森のわくわく倶楽部では、月に１度集まり、｢上郡森林体験の森｣ を拠点に、森林体験活動
の啓発や林道の維持管理を行っています。また、「鳥の巣箱づくり教室」や親子で一緒に自由
に工作する「親子DE工作」など資源を再利用したイベントなどにも力を入れています。
　現在スタッフを募集していますので、興味のある方は、お問い合わせください。

　上郡駅前にある観光案内所では、ボランティアの皆さんが町の特産品の販売や、観光案内を
行っています。現在、16人がボランティアで活動しており、メンバーは随時募集しています。
興味のある方は、お問い合わせください。

　上郡町に来た観光客へ、観光地でガイドを行っています。また、定期的に会議を開き、観光地
の勉強や、PR方法を話し合っています。現在、６人がボランティアで活動しており、メンバーは随時
募集しています。興味のある方は、お問い合わせください。

■森のわくわく倶楽部ボランティアスタッフ

■上郡町観光案内所ボランティアスタッフ

■上郡町観光ガイド“SACLA”（さくら）ボランティアスタッフ
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　こころのほっと相談
で は 、 人 間 関 係 や 育
児・家族関係、健康、
仕事の悩みなど、どの
ような悩みでも相談が
できます。（予約制）
　相談は、精神保健福祉士による個別相談
で、相談内容についての秘密は、厳守します。

臨時福祉給付金の申請は
お済みですか？

こころのほっと相談のお知らせ

国民年金保険料は
まとめて納付するとお得です

もの忘れ相談のお知らせ

■申請期限　
　平成28年２月３日（水）まで
申請がまだお済みでない方は、早め
に手続きをしてください。
※期限が過ぎると、受付ができませ
んので、ご注意ください。

■相談日　2月8日（月）
■時間
　①13時30分～   ②14時30分～   ③15時30分～
■場所　保健センター
■対象
　高校１年生に相当する年齢〜 64歳までの方
■費用　無料
■申込方法
　2月5日（金）までに保健センターへ電話で申し
込みください。

■日時　2月19日(金)　13時～
■場所　保健センター
■医師　魚橋病院　三木　昇司先生
■費用　無料
■申込方法　2月10日(水)までに地域包括支援セ
ンターへ電話で申し込みください。

　国民年金第１号の被保険者は、保険料を毎
月納める必要があります。その際に保険料を
まとめて納付すると、お得になります。

　受給対象となる可能性がある方へすでに申
請書を送付していますが、不在や転居などで
申請書が届いていない方は、下記までご連絡
ください。

　もの忘れなどの気になる症状で、認知症の
詳しい検査が必要か、専門の医師が個別相談
に応じます。（予約制）
　その他、認知症でお困りの症状についても、
ご相談ください。

問■申健康福祉課　地域福祉・子育て支援係
　　 ☎52-1114

問■申姫路年金事務所　☎079-224-6382
　　 健康福祉課　国保介護支援室　国保年金係
　　 ☎52-1152

問■申地域包括支援センター　☎52-1152問■申保健センター　☎52-2188

■受付場所　健康福祉課
■受付時間
　８時30分～17時15分（土・日・祝を除く）

■２年前納（口座振替）のメリット
①２年間で、14,000円程度が割引になります。
②２年前納分の全額が、その年の社会保険料

控除の対象になります。
③口座振替を利用することで、納め忘れを防

ぐことができます。
■申込期限　２月29日（月）
■申込先
　姫路年金事務所または健康福祉課 国保介護
支援室 国保年金係
【注意】
・２年前納は口座振替のみで利用が可能です。
（その他に１年前納、６ヵ月前納もございます。）

こんなサインはありませんか？
・同じものを何度も買ってくる。
・今まできちんと飲めていた薬がたくさ

ん余っている。
・財布や鍵など常に探し物をする。
・些細なことで怒りっぽくなる。
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自主防災組織活性化検討委員会を設置

グループ活動公開見学会 「胡蝶の舞とお雛さま」
「文化協会のグループってどんな活動をしている
の？」そんな疑問がある方、練習風景を見学して
みませんか。皆さんの参加をお待ちしています。

　胡蝶の舞は、胡蝶楽ともいわれる雅楽の一種
で、古くから盛んに行われていた演舞でした。
　また、かつては三人官女や五人囃子とともに
雛飾りになくてはなら
ない存在でした。
　本展では、桃の節句
に合わせて雛飾りとと
もに関連資料を展示
します。

■日時　１月30日(土)
　　　　午前の部　10時～ 12時
　　　　午後の部　13時～ 15時
■場所　生涯学習支援センター、つばき会館
※公開グループなどは、お問い合わせください。

■日時
　2月6日(土)
　～３月13日(日)
　※月曜休館
■開場時間
　９時～ 16時30分
■開催場所
　郷土資料館　２階
　特別展示室
■入館料
　無料

文化協会 郷土資料館　冬季企画展

問文化協会事務局（生涯学習支援センター）
　☎52-1125 問郷土資料館　☎52-3737

問住民課　消防防災係　☎52-1115

←宮坂流津山銭太鼓
　保存会「花てまり」

→児童合唱サークル
　ALLEGRO
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自主防災組織の活性化に向けて

　全国各地で、集中豪雨や地震による甚大な被害が発生しています。この
ようないつ発生するかわからない災害に対応するには、日頃からの備えが
重要であり、それを進めるためには「自助」、「共助」による地域の防災力の
向上が必要です。
　この度、「共助」を担う自主防災組織の抱える課題を解決し、自主防災組
織のさらなる充実強化を図るために、自主防災組織活性化検討委員会が設
置され、11月25日（水）に第１回検討委員会が開催されました。委員会で
は、各地区から推薦された委員や消防団、地域防災リーダー、学識経験者、
町議会議員、行政職員が、自主防災組織の活性化について議論しました。
　今後は、平成28年９月末を目途に、自主防災組織が抱える課題を整理し、
自主防災組織の育成計画や活動の手引きをまとめます。

町長から自主防災組織の活性化に
向けた検討事項の依頼を受ける牛
尾委員長（左）
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親
子
大
会	

11
月
15
日

【
高
学
年
の
部
】
①
中
野
莉
子･

中
野
公

ペ
ア
②
澤
田
敬
介･

澤
田
直
樹
ペ
ア
③

上
通
弘
夢･

上
通
泰
史
ペ
ア
③
高
上
淳

矢･

高
上
教
雄
ペ
ア
▼
敗
者
復
活
戦
①

三
浦
久
征･

三
浦
宏
ペ
ア

【
低
学
年
の
部
】
①
馬
島
沙
英･

馬
島
良

枝
ペ
ア
②
山
本
泰
生･

山
本
里
映
ペ
ア

③
北
村
心
暖･

北
村
忠
士
ペ
ア
③
髙
田

歩
武･

髙
田
明
美
ペ
ア
▼
敗
者
復
活
戦

①
三
浦
菜
摘･

三
浦
は
る
み
ペ
ア

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会	

11
月
15
日

▼
一
般
１
部
①
安
達
哲
郎･

山
根
和
英

ペ
ア
②
前
田
卓
哉･

安
東
義
浩
ペ
ア
③

細
見
健
吾･

深
澤
幸
彦
ペ
ア
▼
一
般
２

部
①
山
水
正
子･
矢
田
浩
子
ペ
ア
②
梅

本
昭
夫･

梅
谷
好
隆
ペ
ア
③
稲
次
ゆ
か

り･

細
見
美
香
ペ
ア
▼
一
般
３
部
①
金

治
政
治･

大
崎
拓
人
ペ
ア
②
島
村
樹･

前

田
ひ
と
み
ペ
ア
③
酒
田
美
重･

西
崎
律

子
ペ
ア
▼
女
子
１
部
①
稲
次
ゆ
か
り･

前
田
ひ
と
み
ペ
ア
②
細
見
美
香･

酒
田

美
重
ペ
ア
③
山
水
正
子･

片
山
優
子
ペ

ア
▼
混
合
１
部
①
細
見
美
香･

前
田
卓

哉
ペ
ア
②
前
田
ひ
と
み･

深
澤
幸
彦
ペ

ア
③
矢
田
浩
子･

安
達
哲
郎
ペ
ア
▼
混

合
２
部
①
梅
谷
好
隆･

稲
次
ゆ
か
り
ペ

ア
②
大
崎
拓
人･

前
田
ひ
と
み
ペ
ア
③

金
治
政
治･

片
山
優
子
ペ
ア

障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
兵
庫
大
会	

11
月
15
日

▼
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
デ
ス
リ
ー
ト
フ
ァ
イ

ブ
②
西
村
正
規
②
東
川
俊
之
③
森
田
徳

治▼
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
メ
ン
ズ
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
②
西
村
正
規

第
１
回
上
郡
町
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会	

11
月
17
日

【
男
子
の
部
】
①
西
村
正
規
①
岡
本
好

夫
③
平
井
文
行

【
女
子
の
部
】
①
大
国
夏
子
②
中
司
極

子
③
笹
山
一
子
③
深
澤
ま
ゆ
み

第
20
回
西
播
磨
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交

流
大
会	

11
月
20
日

①
丸
尾
雅
明
②
木
村
幸
雄
③
廣
谷
利
行

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
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　12月３日（木）、智頭急行上郡駅構内で、「ふれあい花の
駅づくり」が行われ、上郡幼稚園の園児16人が参加しま
した。
　このイベントは、智頭急行の開業日である12月３日に、平
成９年から毎年行われており、今年で 19回目となります。園
児たちは、智頭急行の職員の方に元気にあいさつをした後、
植え方を教えてもらいながら、パンジーの花苗約70株をプ
ランターに定植。プランターへの定植後には、自分たちが植
えた花と智頭急行の普通列車と記念撮影を行いました。
　作業を終えた園児たちは、「楽しかった。」、「上手に植える
ことができた。」、「またお母さんたちと見に来たい。」と口々
に感想を話していました。
　園児たちが植えたパンジーは、智頭急行上郡駅のホーム
できれいな花を咲かせています。

　12月４日（金）、上郡高等学校３年生の茶谷夢来さんと久
田亜梨沙さんの作ったお米が、学校給食センターに納品
されました。
　２人は４月から、光都農業改良普及センターの指導のもと、
農薬の使用回数を抑えたお米の栽培に挑戦。同校の担当教
諭である藤田先生と共に、もみまきや田植え、収穫、脱穀、
もみすりなどを行いました。その中で使用された農薬は、最
初に１度だけ使った除草剤のみ。納品を終えた 2人は、「初め
ての試みで、雑草や害虫などの不安もあったけど、皆で力を
合わせて作ったので、楽しかったです。普通のお米より柔ら
かくて、ふわっとした食感で、弾力もあります。１口目は何も
かけずに、そのままで食べてほしいです！」と話しました。
　このお米は 12月７日（月）の学校給食に登場。町内の幼稚
園児や小学校の児童たち約920人は、生産者の２人に感謝
しながら、味わって食べていました。

　12月26日（土）、27日（日）に、郷土資料館で冬季歴史体
験学習「ミニ門松づくり」が開催され、２日間で 100人の参
加者が、オリジナルミニ門松づくりに挑戦しました。
　参加者たちは、初めに島田学芸員からお正月の由来や
正月飾りのしめ縄や門松の説明を聞き、年中行事である
お正月についての理解を深めました。その後、用意された
竹を組み合わせて門松の形を作り、松と梅の枝、ナンテン
の葉、マンリョウの実などを使って飾り付け、最後に水引
を結んで、オリジナルのミニ門松を完成させました。
　門松づくりを終えた参加者は、「今年初めて体験しまし
た。松の枝で飾り付けたり、水引を結んだりするのに苦戦
しましたが、可愛い門松ができました！」と、笑顔で話し
ました。

花いっぱい　笑顔いっぱいの駅づくり 私たちが作ったお米を召し上がれ♡

オリジナルのミニ門松で年神様を迎えよう

上郡幼稚園の園児たちが花植え 上高米を学校給食センターに納品

ミニ門松づくりを体験

自分たちが植えた花と普通列車と記念撮影を行う園児たち お米の納品を行う茶谷夢来さん（右）と久田亜梨沙さん

松の枝を使って飾り付けていく参加者たち

ま ち の話題

日本体育協会公認スポーツ指導
者等表彰を受けた西山克子さん

　西山克子さん（栄町）が、平成27年度（公財）日本体
育協会公認スポーツ指導者等表彰の受賞の報告を行うた
め、12月21日（月）に遠山町長を表敬訪問しました。
　西山さんは、昭和58年から小学生を対象にしたソフト
テニス教室を開講。代表を務める上郡町ジュニアソフト
テニスクラブは、全国大会に通算27回出場し、全国大会
の春の大会で２回、シングルスで１回、夏の大会で１回優
勝するなど、多くの大会で顕著な成績を残しています。
　また、同クラブからは浅越しのぶさんなどの有名選手
が巣立っており、ソフト
テニスの普及振興への多
大な貢献が称えられ、こ
の度の受賞となりまし
た。
　西山さんは、「コーチ
や家族、保護者など多く
の方に助けられ、これま
で続けてくることができ
ました。今後は、いただ
いた賞に恥じないように
指導を続けていきたいで
す。」と話していまし
た。

ソフトテニスの普及振興に貢献西山克子さんが日本体育協会公認
スポーツ指導者等表彰を受賞
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　12月２日（水）、生涯学習支援センターで、「介護予防・健
康づくり研修会」が開催されました。第１部の「口腔・歯の
健康講座」では、歯科衛生士の延原和代先生から、唾液
の働きや元気な舌・お口の体操を教わりました。そして第
２部は料理教室。料理研究家の藤井喜美子先生と共に「旬
を楽しむ」をテーマに料理を作り、みんなで美味しくいた
だきました。
　「高齢になって、夫婦だけになると料理が面倒になって
いたけれど、今日は楽しかったわ。」と、参加者は感想を話
していました。

　11月23日（月・祝）、赤松地区で第22回白旗城まつりが
開催されました。開会セレモニーで行われたのは、この
まつりの目玉となっている「武者行列」。赤松地区を始め、
姫路市、備前市、宍粟市で、厚紙や古布を使ってよろい
カブトを手作りする団体約130人が、それぞれが制作し
たよろいカブトを身にまとい、松雲寺から会場までの約
700ｍを勇ましく練り歩きました。
　そのほかに、ぜんざいやお好み焼き、地元で採れた農
産物などの模擬店、エイサーや上郡高等学校の和太鼓
部、上郡中学校の吹奏楽部などによるステージイベント、
手作りよろいカブトの試着体験なども行われ、会場は約
4,000人でにぎわいました。
　よろいカブトを着て武者行列に参加した児童は、「今年
初めて着てみて、少し重たかったけど、武将になれた気
分だった。記念の缶バッチを作るのが楽しみ！」と、笑顔
で話しました。

上郡町高年クラブ連合会総勢130人の武者たちが勇ましく行進 介護予防・健康づくり研修会を開催第22回 白旗城まつり開催！

手分けして調理する参加者たち松雲寺を出発し、会場へ向かう赤松一族高校生武者たち

ま ち の話題

総務大臣感謝状を受賞された
木下委員長 鮮やかに彩られた光のトンネルの中で、はしゃぐ子どもたち

　国民参政125周年・普通選挙90周年・婦人参政70周年
記念表彰において、上郡町選挙管理委員会の木下勉委員
長が、長年にわたる選挙管理への功績により総務大臣感
謝状を受賞されました。また、12月10日（木）には、兵
庫県民会館で兵庫県選挙管理員会の武田委員長より感謝
状を贈呈されました。
　木下委員長は、平成17年より上郡町選挙管理委員に就
任、平成21年に委員長へ就任し、10年以上選挙管理に
尽力してきました。木下委
員長は、「選挙は一つのミ
スも許されない。皆さんの
協力を得て公正な選挙を執
行できてきたことが表彰さ
れ、非常に嬉しく思う。し
かし、来年の参議院議員選
挙からは選挙権の18歳へ
の引き下げも予定されてお
り、更に気を引き締めて選
挙の執行をしなければいけ
ない。」と喜びと抱負を述
べられました。

　12月11日（金）、観光案内所駐車場で、駅前イルミネー
ション2015の点灯式が行われました。会場では、バンド
演奏やゴスペルクワイア四季彩による賑やかなステージ
イベントが行われ、17時30分になると来場者全員による
カウントダウンを合図に、駅前周辺のイルミネーションが
一斉に点灯されました。
　家族で会場を訪れていた来場者は、「駅前がきれいな
イルミネーションで彩られていて、子どももすごく楽し
そう。子どもの迎えで毎日このぐらいの時間に駅前へ来
るので、点灯期間中はここに来るのが日課になりそうで
す。」と話しました。
　駅前イルミネーションの点灯は、１月４日（月）まで行わ
れ、帰省客や駅利用者など多くの人が足を止め、駅前を彩
る幻想的な光に見入っていました。

長年にわたる選挙管理への功績が称えられ 幻想的な光に包まれて木下勉委員長が総務大臣
感謝状を受賞

駅前イルミネーション
2015 点灯式を開催
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仏
教
は
「
貪ど
ん
（
貪
欲
）」「
瞋し
ん
（
怒
り
）」「
癡ち

（
愚
か
）」

を
三
毒
と
し
、愚
痴
は
愚
か
な
毒
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

有
言
実
行
の
典
型
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
だ
圭
介
も
、

そ
ん
な
愚
痴
と
無
縁
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

戊
辰
戦
争
を
記
し
た
圭
介
の
凄
惨
な
記
録
「
南
柯
紀

行
」
に
は
、
愚
痴
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
特
に
北
関
東
や

会
津
の
戦
い
で
は
、
優
勢
の
新
政
府
軍
に
圧
さ
れ
、
武

器
弾
薬
も
食
糧
も
尽
き
、
兵
は
疲
れ
果
て
、
藩
や
徳
川

家
の
姿
勢
に
翻
弄
さ
れ
、
道
な
き
山
野
で
の
泥
沼
の
戦

い
が
続
き
ま
し
た
。
圭
介
は
漢
学
の
素
養
に
よ
る
表
現

力
を
駆
使
し
、
愚
痴
を
書
き
綴
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
脱

走
後
、
宇
都
宮
で
敗
戦
し
日
光
を
経
て
会
津
に
た
ど
り

着
く
ま
で
の
圭
介
の
記
述
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

宇
都
宮
の
苛
烈
な
戦
い
の
後
「
山
道
夜
を
浸
し
て
歩

行
、
疲
労
は
例
え
ら
れ
る
も
の
な
く
、
一
歩
も
進
め
な

い
」、
そ
の
状
態
で
部
下
が
次
々
傷
つ
き
「
本
多
も
柿

沢
も
深
手
を
負
い
相
談
相
手
が
無
く
甚
だ
困
却
」
し
ま

す
。
不
足
し
た
弾
丸
を
自
作
さ
せ
ま
し
た
が
、「
製
作

良
く
な
く
軍
用
に
使
え
ず
、
い
よ
い
よ
困
窮
。
輸
送
補

給
の
大
切
さ
は
書
物
で
も
心
得
て
い
た
が
こ
の
混
乱
状

況
の
間
で
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
、
嗚あ

呼あ

」
と
嘆
き

ま
す
。

圭
介
は
、
防
御
し
や
す
い
峻
し
ゅ
ん
け
ん嶮
な
地
で
、
兵
の
心
の

拠
所
に
も
な
る
日
光
に
向
か
い
ま
す
。
し
か
し
、
徳
川

の
為
に
戦
い
続
け
る
圭
介
た
ち
に
、
徳
川
開
祖
を
奉
っ

た
は
ず
の
日
光
が
、
米
も
塩
も
蓄
え
な
く
兵
に
駐
屯
さ

れ
て
は
地
元
民
に
も
僧
侶
に
も
迷
惑
、
障
ら
ぬ
神
に
祟

り
な
し
、
ど
こ
か
へ
早
く
立
退
け
と
伝
え
ま
す
。
参
拝

す
る
も
圭
介
は
、「
神
し
ん
び
ょ
う廟
は
聞
き
し
に
勝
る
美
麗
壮
観

だ
が
、
兵
隊
進
退
の
こ
と
に
心
を
砕
き
今
後
い
か
な
る

形
勢
に
な
る
の
か
悲
泣
に
堪
え
ず
、
参
拝
も
そ
こ
そ
こ

に
し
て
神
前
を
下
っ
た
」
の
で
し
た
。

そ
し
て
圭
介
は
、傷
つ
い
た
兵
と
会
津
へ
行
く
た
め
、

険
し
く
一
歩
踏
み
外
せ
ば
千
尋
の
深
谷
の
、
六
方
沢
を

越
え
ま
す
。
雨
で
泥
深
く
、
暗
夜
蝋
燭
も
尽
き
、
大
軍

で
陸
続
し
て
進
む
の
に
難
渋
。
石
を
枕
と
し
木
枝
を
褥
し
と
ね

と
し
、
露
に
濡
れ
て
凍
え
憔
悴
し
果
て
眠
り
ま
し
た
。

そ
の
苦
し
み
は
も
は
や
愚
痴
と
い
う
次
元
を
は
る
か
に

超
え
ま
す
。ど
ん
底
で
明
け
方
目
を
覚
ま
し
た
圭
介
は
、

「
千
山
万
岳
の
一
碧
の
中
に
花
が
あ
る
、
嬋せ
ん
け
ん妍
（
あ
で

や
か
で
美
し
い
）
淡
白
な
姿
は
、
万
花
に
勝
る
」
と
野

州
つ
つ
じ
の
群
生
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。「
暁
鳥
一
声
、

天
正ま
さ

に
霽は

る　

千
渓
雪
白
の
野
州
花
」
と
感
動
し
て
詠

み
ま
し
た
。
疲ひ

弊へ
い

困こ
ん

憊ぱ
い

の
極
地
で
絶
望
に
身
を
浸
す
ほ

ど
、
森
羅
は
美
し
く
自
然
は
圧
倒
的
に
感
じ
、
そ
こ
に

人
の
苦
難
な
ど
何
ほ
ど
の
も
の
か
と
達
観
を
見
出
す
の

だ
と
思
え
ま
す
。

さ
ら
に
苦
難
と
飢
餓
の
道
は
続
き
、「
実
に
餓
鬼
道

の
有
様
」。
そ
の
中
、
兵
が
卵
二
個
を
持
っ
て
き
て
く

れ
圭
介
は
感
動
し
ま
す
。
そ
う
し
て
山
を
越
え
よ
う
や

く
会
津
に
入
領
し
よ
う
と
し
て
も
「
兵
を
国
境
に
入
れ

る
の
は
迷
惑
」
と
追
い
返
さ
れ
ま
す
。
も
と
も
と
会
津

か
ら
は
、
日
光
で
戦
功
を
賞
さ
れ
御
紋
付
の
羽
織
や
酒

肴
を
送
ら
れ
、
会
津
よ
り
も
兵
を
出
し
て
勢
力
を
合
わ

せ
る
見
込
み
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
不
条
理
な

事
だ
と
、
愚
痴
も
生
じ
て
当
た
り
前
で
す
。
そ
の
後
山

王
峠
で
、
会
津
の
若
年
寄
山
川
大
蔵
に
会
い
、
今
後
の

百
事
を
打
ち
合
わ
せ
、
よ
う
や
く
安
心
し
ま
し
た
。

苦
し
い
戦
は
さ
ら
に
続
き
、
圭
介
の
愚
痴
も
重
ね
ら

れ
ま
す
が
、
例
え
ば
今
市
の
戦
い
の
後
で
「
敗
退
は
隊

を
細
か
く
分
け
過
ぎ
た
自
分
の
策
略
が
至
ら
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
記
す
の
は
、
敗
北
を
恨
む
の
で

は
な
く
自
分
を
恥
じ
て
後
の
戒
め
と
す
る
た
め
だ
」
と

述
べ
自
省
し
ま
し
た
。
愚
痴
の
中
に
も
、
失
敗
を
糊こ

塗と

せ
ず
、
そ
れ
を
認
め
教
訓
を
得
る
圭
介
の
建
設
的
な
在

り
方
が
伺
え
ま
す
。

ま
た
降
伏
後
に
収
監
さ
れ
た
牢
内
で
記
し
た
「
獄
中

日
記
」
で
は
、
粗
食
、
暑
さ
、
蚊
や
蚤の
み

、
寝
苦
し
さ
、

便
所
の
不
潔
さ
、
夜
間
鼠
が
体
の
上
を
走
る
な
ど
、
境

遇
の
悪
さ
に
つ
い
て
愚
痴
を
書
き
連
ね
ま
す
。
そ
の
上

で
「
こ
の
牢
獄
は
自
分
が
歩
兵
取
り
締
ま
り
の
為
に
建

て
た
も
の
だ
が
、
な
ん
と
い
う
因
果
か
、
今
は
自
分
を

繋
ぐ
獄
と
な
る
と
は
。
己
よ
り
出
た
も
の
は
己
に
返
る

理
だ
」
と
述
べ
ま
す
。
こ
れ
は
圭
介
が
後
年
も
好
ん
で

人
に
伝
え
、
関
係
者
は
圭
介
の
人
柄
を
伝
え
る
の
に
し

ば
し
ば
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
て
い
ま
す
。

仏
教
に
言
う
よ
う
に
、
愚
痴
は
言
っ
て
も
仕
方
の
な

い
こ
と
で
、
聞
か
せ
ら
れ
る
周
囲
も
気
持
ち
よ
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
人
間
ら
し
さ
も
そ
こ
か
ら

感
じ
ら
れ
ま
す
。
圭
介
の
よ
う
に
重
責
を
背
負
い
苦
難

に
あ
る
程
、
愚
痴
を
言
い
た
い
事
も
多
い
で
し
ょ
う
。

圭
介
の
愚
痴
は
い
つ
も
生
産
的
で
建
設
的
で
あ
り
、
ど

こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
周
囲
が
笑
う
よ
う
な
も
の
で
も
あ

り
ま
し
た
。
愚
痴
の
言
い
方
一
つ
に
も
、
圭
介
の
人
間

性
が
伺
え
ま
す
。

上
郡
町
の
偉
人

大
鳥
圭
介
「
鵬ほ
う
て
い
ば
ん
り

程
万
里
」
第
十
七
回

著
者
　
中
川
由
香

上郡町の偉人　大鳥圭介

問教育推進課　教育係　☎52-2912
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　12月６日（日）、上郡町人権のつどいが生涯学習支援センター
で開催されました。
　第１部では、人権作品の最優秀・優秀作品の表彰式が行われ、
人権作文の最優秀作品に選ばれた児童・生徒５人が、受賞作
品を朗読しました。
　また、第２部では、シンガーソングライターのちひろさん
によるコンサートが行われました。ちひろさんは、金子みすずの詩に曲をつけた歌を手話を交
えて披露したり、詩の背景の語りを交えたりと、心に届くコンサートとなりました。

保健師メモ

インフルエンザをきちんと理解しましょう
　毎年、12月～３月にかけて、インフルエンザが流行します。突然の38度以
上の発熱や頭痛、関節痛、筋肉痛、全身の倦怠感などを伴うのがインフルエ
ンザの特徴です。潜伏期間が短く感染力が非常に強いので、いったん流行すると、多くの人に
短期間で感染が広がります。正しい知識を身につけて、インフルエンザを予防しましょう。
■インフルエンザと風邪の違い
　インフルエンザと風邪の違いは、感染
源となる病原体や症状です。
　また、インフルエンザは発症当初から
38度以上の高熱や頭痛、関節痛などが
あり、風邪よりも重症化しやすいので、
早めの対応が重要です。

■もしも、発症してしまったら
　インフルエンザにかかったら、なるべく早めに医療機関を受診し、しっかり休養しましょう。
　また、インフルエンザの感染力はとても強いため、熱が下がってから２日間は自宅療養が必要です。

■新型と季節性の違い
　インフルエンザの型は、Ａ、Ｂ、Ｃの３つの型に分けられま
す。毎年流行を繰り返すのはＡ型とＢ型で、季節性インフルエ
ンザと言われています。Ｃ型の感染力は弱いため、感染が多く
みられるのは、免疫力の弱い５歳以下の子どもとなります。
　新型インフルエンザは、10～40年の周期で発生するため、免
疫を持たない人が多く、世界的大流行になります。

■インフルエンザ予防のポイント
　次のことに気を付けて、インフルエンザを予防しましょう。

問保健センター　☎52-2188

問教育推進課　教育係　☎52-2912

人権のつどいが開催されました

　町長から表彰状を受け取る樫本さん（右）

 今年度の受賞者 （敬称略）　　　
■人権フォト部門
 最優秀 　西田　美樹
 優　秀 　丸林　有香、つばき保育所
■人権詩部門
 優　秀 　野村　知希（山野里小）、赤松　与一（山野里小）、細見　唯翔（上郡小）、
　　　　  中嶋　翔（高田小）、深澤　ゆかり（上郡中PTA）
■人権作文部門
 最優秀 	 西山　琴音子（山野里小）、村上　くらら（山野里小）、原田　涼汰（山野里小）、
	 松本　直賢（上郡中）、山田　啓人（上郡高）、山本　裕子（山野里小PTA）
 優　秀 	 松岡　琉生（上郡小）、山本　竜大（上郡小）、三木　拓哉（上郡小）、
	 鵜川　七輝（上郡中）、木村　牟江（上郡高）、岡馬　真紀（高田小PTA）

■人権ポスター部門
 最優秀 　樫本　梨太郎（上郡中）
 優　秀 　根本　梨杏（高田小）、八木　茜（上郡中）

 インフルエンザウイルスを体内に入れない 
〇人混みを避ける。
〇手洗い・うがいをこまめに行う。
〇マスクを着用する。
〇湿度を50％以上に保つ。

 インフルエンザウイルスを発症させない 
〇バランスの良い食生活を心がける。
〇適度な運動を行い、十分な睡眠をとる。
〇体を冷やさない。
〇予防接種を受ける。
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※都合により、放送時間・番組内容を変更する場合があります。ご了承願います。

放
送
編
成
表

え
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

放送開始時間 番　組　内　容 放送開始時間 番　組　内　容

各時間とも、
番組終了後、
文字放送やサ
イエンスチャ
ンネルなどを
放送します。

12:00 　自主制作・提供番組 22:00 　西はりま・サイエンスチャンネル
15:00 　西はりま・サイエンスチャンネル 23:00 　自主制作・提供番組
16:00 　健康体操・お天気カメラ・天気 6:00 　健康体操・お天気カメラ・天気
17:00 　自主制作・提供番組 7:00 　自主制作・提供番組

19:00 　こんにちは県警です・ひょうご
　ワイワイ・サイエンスチャンネル 10:00 　こんにちは県警です・ひょうご

　ワイワイ・サイエンスチャンネル
20:00 　自主制作・提供番組 11:00 　健康体操・お天気カメラ・天気

え
ん

しんネット

え
ん

しんネット111
ch 平成28年2月1日〜平成28年2月28日

放
送
時
間

昼 12：00 〜

夕 17：00 〜

夜 20：00 〜

深夜 23：00 〜

翌朝  ７：00 〜

　保健カレンダー

　休日当番医

月　日 内　容 時間 開催
場所

1月
20日（水） ４・10ヵ月児健診 12時30分～

保
健
セ
ン
タ
ー

27日（水） ２歳児歯科健診　 13時～

2月
 ９ 日（火） 赤ちゃんサロン　　 ９時30分～
10日（水） １歳６ヵ月児健診 12時45分～

月　日 医療機関 電話番号

1月
17日（日） 三浦医院 ☎52-0045
24日（日） 半田産婦人科医院　 ☎52-1000
31日（日） 河原クリニック　 ☎57-2167

2月

 7 日（日） 大岩診療所 ☎52-5000
11日（木） 苔縄医院　 ☎52-5611
14日（日） 黒田内科クリニック ☎52-0235
21日（日） 高嶺診療所　 ☎52-6369

上郡町モロげんきくん
元気帳の交付者数
1,077人
　元気帳は、各地区公民館、スポーツセンター、
保健センター、企画政策課で発行しています。
元気帳の交付冊数は、年度内１人につき２冊を限
度としています。
　元気帳を活用して、健康づくりに励みましょう。

モロげんきくん健康ポイント事業

問企画政策課　☎52-1112

（12月28日現在）

2/1（月） 2（火） 3（水） 4（木） 5（金） 6（土） 7（日）

駅前イルミネーション
２０１５ 成 人 の つ ど い

週刊ＧｏＧｏかみごおり
最新のニュース・話題

俳句・短歌、耳より情報　etc

8（月） 9（火） 10（水） 11（木） 12（金） 13（土） 14（日）

番組リクエスト
コーナー

地域の情報
コーナー

週刊ＧｏＧｏかみごおり
最新のニュース・話題

俳句・短歌、耳より情報　etc

15（月） 16（火） 17（水） 18（木） 19（金） 20（土） 21（日）

番組リクエスト
コーナー

西はりま特集
10月～12月

週刊ＧｏＧｏかみごおり
最新のニュース・話題

俳句・短歌、耳より情報　etc

22（月） 23（火） 24（水） 25（木） 26（金） 27（土） 28（日）

イベント特集
第４回

障がい者ふれあい
新年のつどい

月刊ＧｏＧｏかみごおり
今月放送したニュース・話題の総集編、

俳句・短歌、耳より情報　など



お
く
や
み

［
12
月
届
出
分
］

円心ウォーク百万歩運動を

健康づくりの習慣に！

円心ウォーク
百万歩運動登録者数323人

（12月末現在）【12月の百万歩達成者】なし

編 集 後 記
　明けましておめでとうございます！
　今月号の表紙は、生駒山に登って日の出
の撮影に挑戦しました。撮影日は天候が良
く、雲海が発生していたのですが、日の出と
共に気温も上昇したためか、太陽が昇るの
と同時に雲も上昇。太陽が雲に隠れてしま
い、良い写真が撮れないかも…と諦めかけ
た瞬間に、少しの時間だけ雲の切れ間から
朝日が顔を出してくれたので、きれいな風景
を撮影することができました。
　2016年も取材先で出会う方々や風景が
見せてくださる素敵な表情を撮り逃すこと
の無いように、一瞬一瞬を大切にしていき
たいと思います。　　　　　　　　　 　Ⓕ

ウォーキングは、いつでも・どこでも・ひとりでも手軽にで
きる運動です。健康でいきいきとした毎日を送るために「円
心ウォーク百万歩運動にぜひご参加ください。
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内　　　容 開催日 時　間 お問い合わせ（場所）
人権相談 2月1日（月） 13:00～16:00 総務課　☎52-1111（役場4階402会議室）

行政相談 2月17日（水） 10:00～12:00 総務課　☎52-1111（役場3階301会議室）

農地相談 1月19日（火） ９:00～12:00 農業委員会　☎52-1116（役場2階農業委員会会長室）

家庭児童相談 2月3日（水） ９:00～15:00 健康福祉課　☎52-1114（役場2階対話室）

エイズ・肝炎相談（予約制）
1月19日（火）

13:20～
赤穂健康福祉事務所　☎43-2321

2月2日（火）

2月16日（火）

栄養相談（予約制） 2月12日（金） 9:30〜11:30

心配ごと（なんでも）相談

1月14日（木）

13:30～15:00 社会福祉協議会　☎52-2910
                     　　　☎080-1936-1067（相談日のみ）

1月21日（木）

1月28日（木）

2月4日（木）

2月18日（木）

法律相談（予約制・前日締切）
1月19日（火）

13:20～16:00 社会福祉協議会　☎52-2910
2月16日（火）

教育相談（カウンセリング）毎週月曜
※祝日を除く ９:00～17:00 青少年育成センター　☎52-5500

 く ら し の 相 談 窓 口

男性 7,676人　　女性8,139人 

● 世帯数  6,473世帯（－14）
● 人　口 15,815人（－46）

人口のうごき

12月末現在
（　）は前月比
12月届出分

出生

死亡 

2人
34人

転入

転出

18人
32人

氏名（敬称略） 年 齢 自治会
寺尾　寅雄 95 皆坂
中原　良江 82 隈見町
東山　ふみ子 89 東町
沖　芳子 91 駅西
蔵谷　ツチノ 87 中村
河井　秀子 89 金出地中
井延　友巳 86 竹万南
三浦　和之 92 竹万南
深澤　豊志 92 平野（木の目）
植田　勝 92 土井
中江　光夫 87 皆坂
田之中　宗治 83 高田台３丁目東
大浦　祥一 72 栄町
北村　きくゑ 95 大枝
髙見　礼子 62 高田台２丁目
岡本　孝夫 73 大枝
森田　秀子 90 下中野

※
外
字
は
、
常
用
漢
字
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
同
意
を
得
て
い
る
方
々
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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可愛いお子さんやペット、大好きな
おじいちゃん・おばあちゃん、仲良し
グループなど、皆さんに自慢したいこ
とを募集しています！！

募集中

お母さん（野村優子さん）から一言

元気に仲良く育ってネ♡

今月のオススメ情報今月のオススメ情報

わわががままちち
自自慢慢

クローズアップ

THETHE かみごおりかみごおり
円心くんの円心くんの

段町
詳しくは、総務課 広報情報係 （☎52-1111）まで

報広

Kamigori

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

月号
2016年

No554Jan
.1 オリジナル

鳥の巣箱づくり教室
オリジナル
鳥の巣箱づくり教室今年も上出来！！今年も上出来！！

問問森のわくわく倶楽部事務局
　   （産業振興課 商工観光係内） ☎52-1116
申

日 時

　自然の素材を使って、個性あふれるオリジナ
ル鳥の巣箱を作ってみませんか？町内で森林整
備などのボランティア活動を行う「森のわくわ
く倶楽部」のスタッフがお手伝いするので、初め
ての方でも簡単に体験できます。完成した巣箱
は森に設置します。(持ち帰りも可能)

場 所 ワークハウス体験の森
（ピュアランド山の里奥の広場）

定 員 40人程度(小学生は保護者同伴)
参加料 １人500円

作業しやすい服装、軍手、カナヅチ持ち物

1月15日（金）～2月12日（金）

申込方法

申込期間

2月21日(日) 9時30分～12時

生駒山から見た日の出

　町ホームページや役場、公民館に設置の申込書
に必要事項を記入し、下記までFAXまたは郵送、
持参してください。電話での申込も可能です。

お な ま え 永夢くん（10歳）永夢くん（10歳）
とと むむ

叶愛ちゃん（8歳）叶愛ちゃん（8歳）
とと ああ

勇心くん（7歳）勇心くん（7歳）
ゆうゆうしんしん

絆志くん（4歳）絆志くん（4歳）
きき しんしん

彩夢ちゃん（1歳）彩夢ちゃん（1歳）
ああ むむ

　上郡高等学校３年生の新田沙絵
さんの栽培した酒造適合米「兵庫夢
錦」を使った純米酒「上高夢錦」が、
酒造会社の奥藤商事（赤穂市）で醸
造されました。
　新田さんは昨年、インターンシップ
（職業体験）期間中に同社での酒造
体験の中で、「美味しいお酒を造るに
は、酒米の中心部の白く不透明な部分である“心白”の多い酒
米が必要不可欠である」と奥藤社長から学びました。そして今
年、心白を増やすことをテーマに酒米づくりに挑戦。新田さん
が栽培した酒米は1,380kg収穫され、１等米の評価を獲得。
その酒米を使い、同校と同社で４年前から取り組んでいる
「上高夢錦」の今年の醸造が始まりました。
　また、今年の10月末のインターンシップでは、同校２年生の
有岡佳永未さんと山下泰輝くんが洗米や麹づくりを体験。12
月11日には「搾り」の様子を見学して、酒造りを学びました。
　そうして出来上がった「上高夢錦」は、12月下旬から奥藤商
事や町内の播磨酒類販売で、取り扱われています。また、本町
のふるさとづくり応援寄附のお礼品にも登録されています。

純米酒「上高夢錦」純米酒「上高夢錦」

有岡さん
山下くん

新田さん

上高夢錦に使われる酒米は、毎年違った研究テーマで栽培さ
れているので、その年によって味わいが異なります！
私たちの気持ちがこもった上高夢錦をぜひご賞味ください♬
お酒が苦手な人は酒かすもあるので、そちらもオススメです！

しんぱく




